	■　　1　せいりのしかた　（指導時期　４月・３時間）


	単元の目標


　身のまわりにある数量について分類整理し，簡単な表やグラフを用いて表したり読み取ったりする活動を通して，表やグラフのよさに関心をもち，進んで活用できるようになる。

 関 
簡単な表やグラフのよさに関心をもち，進んで表やグラフを用いて表そうとする。

 考 
数量を分類整理してとらえ，簡単な表やグラフに表すと，多い，少ないなどがわかりやすくなることを考える。

 技 
身のまわりにある数量を分類整理し，簡単な表やグラフを用いて表したり読み取ったりすることができる。

 知 
簡単な表やグラフで表すよさや，そのしくみがわかる。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　せいりのし

　かた
（ eq \o\ac(●,教)p.6～9）
	1
	〔アプローチ〕
問いかけから，遊び場ごとの子どもの人数に目を向けさせる。
	 関  表に表すことのよさに関心をもち，進んで簡単な表を用いて表そうとしている。
 考  数量を分類整理してとらえ，簡単な表に表すと，多い，少ないなどがわかりやすくなることを考えている。

	
	
	・身のまわりにある数量を分類整理して，簡単な表に表したり，読み取ったりする。
	

	
	2
	・表にまとめた事柄を簡単なグラフに表したり，読み取ったりする。

	 関  グラフに表すことのよさに関心をもち，簡単なグラフを用いて表そうとしている。
 考  数量を分類整理してとらえ，簡単なグラフに表すと，多い，少ないなどがわかりやすくなることを考えている。

	まとめのれん

しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.10）
	3
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  簡単な表やグラフを用いて表したり，読み取ったりすることができる。
 知  簡単な表やグラフに表すよさや，そのしくみを理解している。


	ふくしゅう1

（ eq \o\ac(●,教)p.11）
	1
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　2　時こくと時間　（指導時期　４月・７時間）


	単元の目標


　時刻や時間に関心をもち，日常生活に生かそうとするとともに，時刻と時間の意味の違いを理解する。また，時間の単位の関係（１時間＝60分，１日＝24時間）や｢午前｣，｢午後｣の用語とその意味を理解し，それらを用いて時刻を表すことができる。

 関 
時刻や時間に関心をもち，日常生活に進んで用いようとする。

 考 
・時計の表す時刻や針の動きをもとに，どれだけの時間が過ぎたかを考える。


・簡単な場合について時刻や時間の求め方を時計の文字盤をもとに考え表現する。

 技 
・簡単な場合について時刻や時間を求めることができる。


・｢午前｣，｢午後｣を用いて時刻を読むことができる。

 知 
・時刻と時間の意味の違いや１時間＝60分，１日＝24時間の関係を理解する。


・｢午前｣，｢午後｣の用語の意味がわかる。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　時こくと時
　間
（ eq \o\ac(●,教)p.12～15）
	1
	〔アプローチ〕
 eq \o\ac(●,教)p.12の絵をもとに，駅で電車の発車を待つことなどの経験を話し合い，時刻や時間に対する興味・関心を高め，本単元の学習の見通しをもつ。
	 関  時刻や時間に関心をもち，日常生活に用いようとしている。
 考  時計の表す時刻や針の動きをもとに，どれだけ時間が過ぎたかを考えている。
 知  時刻と時間の意味の違いや，簡単な場合の時間の求め方を理解している。

	
	
	・時刻と時間の意味を理解し，正しく用いる。
	

	
	2
	・１時間＝60分の関係について理解する。
・時計の12の目盛りをまたぐ場
合の時間を求める。
	 技  時計の12の目盛りをまたぐ場合の時間を求めることができる。
 知  １時間＝60分の関係を理解している。


	2　１日の時間
（ eq \o\ac(●,教)p.16）
	3
	・｢午前｣，｢午後｣の用語とその意味を理解し，それらを用いて時刻を表す。
・１日＝24時間の関係について理解する。


	 技  ｢午前｣，｢午後｣を用いて時刻を読むことができる。
 知  ｢午前｣，｢午後｣の用語の意味や，１日＝24時間の関係を理解している。

	3　時こくと時
　間のもとめ方
（ eq \o\ac(●,教)p.17〜18）
	4
	・簡単な場合について，ある時刻から一定時間後の時刻や一定時間前の時刻を求める。

	 考  時計の文字盤をもとに，ある時刻から一定時間後の時刻の求め方を考え，表現している。
 技  ある時刻から一定時間後の時刻や一定時間前の時刻を求めることができる。

	
	5
	・午前と午後をまたぐ場合の時刻や時間を求める。

	 技  午前と午後をまたぐ場合の時刻や時間を求めることができる。
 知  午前と午後をまたぐ場合の時刻や時間の求め方を理解している。

	まとめのれん
しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.19〜20）
	6
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  ｢午前｣，｢午後｣を用いて時刻を表すことができる。また，簡単な場合について，時刻や時間を求めることができる。
 知  時刻と時間の意味の違いや，１時間＝60分，１日＝24時間などの関係を理解している。

	◇いろいろな
　時計
◇時こくひょう
（ eq \o\ac(●,教)p.20）
	7
	◇身のまわりにいろいろな時計が用途によって使い分けられていることを知り，時刻と時間に興味・関心をもつ。
◇時刻表をもとに，24時制の時刻の表し方とそのよさを理解する。
	 関  身のまわりにはいろいろな時計があることを知り，時刻と時間への興味・関心をもっている。
 知  12時制と24時制の表し方を理解している。


	■　　3　2けたのたし算　（指導時期　４月〜５月・６時間）


	単元の目標


　２位数までの加法の計算は，10のまとまりとばらに分けて計算することや，一の位の計算が10以上の場合は十の位に１くり上がることを理解し，筆算で計算することができる。

 関 
・２位数までの加法の計算に習熟し，日常生活に用いようとする意欲をもつ。

・既習の計算のしかたをもとにして，２位数の加法の計算を考えようとする。

 考 
２位数の加法の計算のしかたを，既習事項をもとにして考え，答えの求め方を工夫している。

 技 
・和が２桁の範囲の２位数の加法の計算が筆算でできる。


・加法の交換法則を活用して，加法の計算の確かめができる。

 知 
・和が２桁の範囲の２位数までの加法の計算のしかたがわかる。


・加法では，交換法則が成り立つことがわかる。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　２けたの 
　たし算
（ eq \o\ac(●,教)p.22〜28）
	1
	・既習の何十＋何十の計算をもとに，何十何＋何十の計算を10のまとまりとばらに分けて計算する。
	 関  既習の計算のしかたをもとにして，２位数の加法の計算を考えようとしている。
 技 「何十何」＋「何十」の計算ができる。

	
	2
	・くり上がりのない２位数までの加法の計算は，10のまとまりとばらに分けて計算し，それぞれの結果を合わせればよいことを理解し，筆算で計算する。
	 技  くり上がりのない２位数までの加法の計算が筆算でできる。
 知  くり上がりのない２位数までの加法の計算のしかたを理解している。

	
	3
	・一の位がくり上がる２位数と１位数の加法の計算方法を理解し，筆算で計算する。

	 考  一の位がくり上がる２位数と１位数の加法の計算方法を，既習事項をもとにして考え，説明している。
 技  一の位がくり上がる２位数と１位数の加法の計算が筆算でできる。

	
	4
	・一の位がくり上がる２位数と２位数の加法の計算方法を理解し，筆算で計算する。

	 技  一の位がくり上がる２位数と２位数の加法の計算が筆算でできる。
 知  一の位がくり上がる２位数までの加法の計算のしかたを理解している。

	2　たし算の
　きまり
（ eq \o\ac(●,教)p.28～29）
	5
	・具体的場面で，加法の交換法則が成り立つことを理解し，それを活用して，加法の計算の確かめをする。
	 技  加法の交換法則を活用して，加法の計算の確かめができる。
 知  加法では，交換法則が成り立つことを理解している。

	まとめのれん

しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.30）
	6
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 関  ２位数までの計算に習熟し，日常生活に用いようとする意欲をもとうとしている。
 技  ２位数までの加法の筆算ができる。


	ふくしゅう2

（ eq \o\ac(●,教)p.31）
	1
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　4　2けたのひき算　（指導時期　５月・7時間）


	単元の目標


　２位数までのくり下がりのない減法，十の位からくり下がる減法の計算原理や方法を理解し，筆算で計算することができる。

 関 
・２位数までの減法の計算に習熟し，日常生活に用いようとする意欲をもつ。


・既習の計算のしかたをもとにして，２位数の減法の計算を考えようとする。

 考 
・２位数の減法の計算のしかたを，既習事項をもとにして説明する。


・加法と減法の相互関係を理解し，それを図，式，言葉などで表現し，説明する。

 技 
・２位数までの減法の計算が筆算でできる。


・加法と減法の相互関係を活用して，減法の計算の確かめができる。

 知 
・２位数までの減法の計算のしかたがわかる。


・減法では，「差＋減数＝被減数」というきまりが成り立つことがわかる。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　２けたの 　

　ひき算
（ eq \o\ac(●,教)p.32～38）
	1
	・既習の何十－何十の計算をもとに，何十何−何十の計算を10のまとまりとばらに分けて計算する。
	 関  既習の計算のしかたをもとにして，２位数の減法の計算を考えようとしている。
 技 「何十何」−「何十」の計算ができる。

	
	2
	・くり下がりのない２位数までの減法の計算は，10のまとまりとばらに分けて計算し，それぞれの結果を合わせればよいことを理解し，筆算で計算する。
	 技  くり下がりのない２位数までの減法の計算が筆算でできる。
 知  くり下がりのない２位数までの減法の計算のしかたを理解している。

	
	3
	・十の位からくり下がる２位数－１位数の計算方法を理解し，筆算で計算する。

	 考  十の位からくり下がる２位数－１位数の計算方法を，既習事項をもとにして考え，説明している。
 技  十の位からくり下がる２位数－１位数の計算が筆算でできる。

	
	4
	・十の位からくり下がる２位数－２位数の計算方法を理解し，筆算で計算する。
	 技  十の位からくり下がる２位数－２位数の計算が筆算でできる。
 知  十の位からくり下がる２位数－２位数の計算のしかたを理解している。

	2　たし算と

　ひき算の
　かんけい
（ eq \o\ac(●,教)p.38～39）
	5
	・減法では｢差＋減数＝被減数｣の関係が成り立つことを理解し，それを活用して減法の計算の確かめをする。
	 技  加法と減法の相互関係を活用して，減法の計算の確かめができる。
 知  減法では，「差＋減数＝被減数」の関係が成り立つことを理解している。

	まとめのれん

しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.40）
	6


	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。
	 関  ２位数までの計算に習熟し，日常生活に用いようとする意欲をもとうとしている。
 技  ２位数までの減法の筆算ができる。

	◇6この数字で
　ひっ算を
　つくろう
（ eq \o\ac(●,教)p.41）
	7


	◇2位数＋2位数や2位数−2位数の計算の理解を深める。
	 知  いろいろな数をあてはめながら，空欄にどのような数値が入るか理解している。


	■　　5　長さの たんい　（指導時期　５月〜６月・７時間）


	単元の目標


　身のまわりにあるものの長さを測定することに意欲をもち，長さの単位の意味や関係を理解する。また，ものさしのしくみを理解し，ものさしを用いて長さを測定したり，直線をかいたりすることができる。

 関 
身のまわりにあるものの長さを数値化して表す活動を通して，普遍単位を用いることのよさに気づく。

 考 
・普遍単位の必要性に気づき，長さの表し方を考える。


・１cmより小さい単位の必要性に気づく。

 技 
・ものさしを用いて，長さを測定したり，直線をかいたりすることができる。


・簡単な場合について，長さの加減の計算ができる。

 知 
・長さの測定と単位の意味や，長さの単位cm，mmを知り，その関係（１cm＝10mm）を理解する。


・ものさしの目盛りのしくみを理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　センチメート

　ル
（ eq \o\ac(●,教)p.42～44）
	1
	〔アプローチ〕
同じ長さのしおりがうまく作れなかった場面をもとに，長さの普遍単位の必要性に気づく。
	 考  異なる任意単位では長さが比べられないことから，共通単位の必要性に気づいている。
 技  cm単位で長さを測定することができる。
 知  長さの単位に「センチメートル」があることや，普遍単位のよさを理解している。

	
	
	・長さの普遍単位cmを知る。

	

	
	2
	・目盛りテープを用いて，cm単位で長さを測定する。

	 技  cm単位で長さを測定することができる。
 知  cm単位での長さの表し方を理解している。

	2　ミリメートル
（ eq \o\ac(●,教)p.45～50）
	3
	・1cmを10等分した1つ分の長さの単位mmを知り，ものさしを用いてcm，mmの単位で長さを測定する。
	 考  cm単位の限界に気づき，下位単位であるmmの必要性を考えている。
 知  ものさしの目盛りの読み方や使い方を理解している。

	
	4
	・ものさしを用いた測定のしかたを理解し，ものの長さをcm，mm単位で測定する。

	 技  ものさしを用いてものの長さをはかることができる。
 知  ものさしを用いたものの長さのはかり方を理解している。

	
	5
	・ものさしを用いて必要な長さの直線をかいたり，身のまわりのものの長さをはかったりする。

	 関  身のまわりのものの長さをはかることに興味をもち，測定しようとしている。
 技  ものさしを用いて必要な長さの直線をかくことができる。
 知 「直線」の用語とその意味を理解し，直線のかき方を理解している。

	
	6
	・加法及び減法が用いられる場面を知り，簡単な長さの加減の計算をする。
	 技  簡単な長さの加減の計算ができる。


	まとめのれんし
ゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.51）
	7
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  ものさしを用いてものの長さを測定したり，必要な長さの直線をかいたりすることができる。
 知  長さの単位cm，mmの意味や単位の関係を理解している。


	■　　6　100より 大きい 数　（指導時期　６月・15時間）


	単元の目標


　1000までの数の構成，表し方，読み方を知り，十進位取り記数法による表し方を理解する。また，数を10や100の単位としてみるなど，数の相対的な大きさについて理解する。

 関 
1000までの数の構成，表し方，読み方の理解に意欲をもち，進んで用いようとする。
 考 
1000までの数の構成，表し方，読み方を知り，十進位取り記数法による表し方を考える。


・何十と何十の加法及びその逆の減法の計算のしかたを10のまとまりを単位に考える。

 技 
・1000までの数について，数えたり，書き表したり，大小比較したりすることができる。


・何十と何十の加法及びその逆の減法の計算が確実にできる。

 知 
・1000までの数の構成，表し方，読み方，相対的な大きさについて理解する。


・1000という数の大きさ，表し方，読み方について理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　数のあらわ
　し方
（ eq \o\ac(●,教)p.52～59）

	1

2
	・３位数の構成を理解し，数え，表し，読む。

	 関  1000までの数を進んで表したり，読んだりしようとしている。
 考  既習の2位数の構成をもとに，３位数の構成を考えている。
 技  1000までの数を数えること，表すこと，読むことができる。
 知  ３位数の数え方，十進位取り記数法による表し方，読み方を理解している。


	◇いろいろな

　数をつくろう
（ eq \o\ac(●,教)p.58）
	3
	・空位のある３位数の構成を理解し，表したり，読んだりする。
◇位取り板とおはじき3個でいろいろな数をつくる。
	 知  空位のある３位数の構成や表し方，読み方を理解している。


	
	4
	・10を10個以上集めた数を，何百何十ととらえる。

	 考  10を単位として数を構成したり，相対的にみたりしている。
 技  10を10個以上集めた数を表すことができる。

	
	5
	・何百何十を10のいくつ分ととらえる。

	 考  10を単位として数を構成したり，相対的にみたりしている。
 技  何百何十を10を単位として表すことができる。

	2　千
（ eq \o\ac(●,教)p.60～62）
	6
	・千の大きさとその表し方，読み方を理解する。

	 関  1000という大きさに興味，関心をもとうとしている。
 知  100を10個集めた数を1000と表し，「千」と読むことを理解している。

	
	7
	・1000までの数の順序，系列を考え，数についての理解を深める。

	 考  ２位数の数系列の理解をもとに，３位数の数系列を考えている。
 技  1000までの数を数直線に表したり，表示された数を読み取ったりすることができる。

	◇数のみかた
（ eq \o\ac(●,教)p.62）
	8
	・身のまわりから1000までの数を見つけ，数に興味をもつ。
◇270という数を多角的に見る。
	 関  1000までの数が身のまわりのどのようなところで使われているかを調べ，大きな数に興味をもとうとしている。

	3　数の大小
（ eq \o\ac(●,教)p.63）
	9
	・3位数の大小比較をする。

	 知  ３位数の大小比較のしかたを理解している。

	4　たし算と
　ひき算
（ eq \o\ac(●,教)p.64）
	10
	・何十と何十の加法及びその逆の減法の計算をする。

	 技  10を単位として計算するくり上がりのある加法や，くり下がりのある減法の計算ができる。
 知  くり上がりのある「何十」＋「何十」や，くり下がりのある「百何十」−「何十」のような計算のしかたを理解している。

	まとめのれん
しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.65〜66）
	11

12
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技 「何十」＋「何十」の加法及びその逆の減法の計算ができる。
 知  ３位数の構成，記数法，系列，大小の比べ方を理解している。

	◇1000に　
　チャレンジ
（ eq \o\ac(●,教)p.66）
	13
	◇1000という数の大きさ調べをすることにより，1000の大きさの理解を深める。
	 関  1000歩を歩くときに100ずつ数えるなど，まとまりを意識して歩こうとしている。
 知  1000歩の量感を理解している。

	◇（生活のなか
　の算数）友だ
　ちの家はどこ
　かな
（ eq \o\ac(●,教)p.67）

	14
	◇身のまわりで使われている数とそのしくみに興味をもつ。また，数を用いて位置が整理できることを理解し，情報から位置を特定したり，位置を特定する情報をつくったりする。
	 関  身のまわりで使われている数に興味をもち，そのしくみを進んで調べようとしている。
 技  与えられた情報から，位置を特定したり，位置を表す説明を多様に表現したりできる。

	◇いろいろな切
　手
（ eq \o\ac(●,教)p.68）
	15
	◇1つの数をいくつかの数の和として見ることを通して，数についての多面的な見方を育てる。

	 考  1000までの数を，数の構成をもとにして多面的にみている。
 技  1000までの数を多面的にみて表すことができる。


	■　　7　かさの たんい　（指導時期　６月〜７月・６時間）


	単元の目標


　かさの大小比較の方法やかさの単位dL，Lについて知り，1dLます，1Lますを用いて測定することができる。また，かさの単位mLを知り，かさの単位の関係を理解する。

 関 
身のまわりのもののかさについて，およその見当をつけたり，測定したりしようとする。

 考 
・長さの普遍単位から類推して，かさについても普遍単位の必要性を見いだす。


・必要に応じて，１つの単位から新しい単位をつくることを見いだす。

 技 
適切なかさの単位を用いて，身のまわりの具体物のかさを測定することができる。

 知 
かさの単位（mL，dL，L）と単位間の関係，測定の意味について理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　デシリットル
（ eq \o\ac(●,教)p.69〜70）
	1
	・任意単位を用いて，そのいくつ分かでかさを数値化し，その数値をもとにしてかさの大小を比較する。また，かさの普遍単位dLを知り，水のかさをdL単位で表す。
	 考  長さの学習経験をもとに，かさを比較する方法を考えている。
 技  任意単位での数値化によって，かさを比較することができる。
 知  かさの単位に「デシリットル」があり，「dL」と書くことを理解している。

	2　リットル
（ eq \o\ac(●,教)p.71〜73）
	2
	・かさの単位 Lを知り，１L＝10dLの関係を理解する。

	 考  長さの測定と同じように，十進構造に着目して，10dL＝1Lであることを考えている。
 知  Lの単位の必要性や１L＝10dLの関係を理解している。

	
	3
	・かさの簡単な加減の計算をする。
・１Lますや１dLますを用いて，いろいろな入れ物に入る水のかさを測定する。
	 関  身のまわりの物のかさを測ることに興味をもち，進んで測定しようとしている。
 知  かさの簡単な加減の計算のしかたを理解している。

	◇いろいろな
　かさづくり
（ eq \o\ac(●,教)p.73）
	4
	◇5ｄLと2ｄLの水が入る2つのコップを使い，はかり取りたい水の量をつくりだす。

	 関  2つのコップを使い，はかり取りたい水の量をつくりだそうとする。
 考  2つのコップを使い，はかり取りたい水の量のつくり方を考えることができる。

	3　ミリリットル
（ eq \o\ac(●,教)p.74）
	5
	・かさの単位mLを知り，１L＝1000mL，１dL＝100mLの関係を理解する。
	 知  mL単位の必要性と，１L＝1000mL，１dL＝100mLの関係を理解している。

	まとめのれん
しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.75）
◇いろいろな
　かささがし
（ eq \o\ac(●,教)p.75）
	6
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。
◇身のまわりからかさをL単位やｍL単位で表している入れ物をさがし，かさの単位や量についての関心を深める。
	 関  かさをLやｍLで表している入れ物に関心をもち，身のまわりからいろいろさがそうとしている。
 技  かさの単位を用いて，水のかさを表すことができる。
 知  かさの単位とその関係を理解している。


	◇（読みとって
　考えよう）公園
　たんけんに
　行こう
（ eq \o\ac(●,教)p.76〜77）
	1
	◇必要な情報を取捨選択し，判断する力を育てる。

	 関  提示された情報のなかから必要な情報を読み取ろうとしている。
 考  提示された情報のなかから，必要な情報を選び取ったり，情報どうしを組み合わせて判断したりしている。


	ふくしゅう3

（ eq \o\ac(●,教)p.78〜79）
	1

2
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　8　たし算の ひっ算　（指導時期　９月・5時間）


	単元の目標


　百の位までくり上がる２位数までの加法の計算原理や方法を理解し，筆算で計算することができる。また，加法の結合法則や（　）の意味を理解し，それを活用することができる。

 関 
既習事項をもとにして，百の位までくり上がる２位数＋２位数の計算方法を考えようとする。

 考 
百の位までくり上がる２位数＋２位数の計算を，既習事項をもとにして説明する。

 技 
・百の位までくり上がる２位数＋２位数の計算を筆算でできる。


・加法の結合法則を活用して，工夫して計算することができる。

 知 
・百の位までくり上がる２位数＋２位数の計算の筆算のしかたがわかる。


・加法の結合法則や（　）の意味がわかる。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　たし算の
　ひっ算
（ eq \o\ac(●,教)p.80～86）
	1
	〔アプローチ〕
既習の計算をふりかえり，百の位までくり上がる２位数＋２位数の計算に対する見通しをもつ。
	 関  既習事項をもとにして，十の位がくり上がる２位数＋２位数の計算方法を考えようとしている。
 知  ２位数＋２位数で十の位がくり上がる加法の筆算のしかたを理解している。

	
	
	・２位数に２位数をたして，十の位がくり上がる加法の計算原理や方法を理解し，筆算で計算する。
	

	
	2
	・２位数に２位数をたして，一の位と十の位がくり上がる加法の計算原理や方法を理解し，筆算で計算する。

	 考  ２位数＋２位数で一の位と十の位がくり上がる加法の計算方法を，既習事項をもとにして考え，説明している。
 知  ２位数＋２位数で一の位と十の位がくり上がる加法の筆算のしかたを理解している。

	
	3
	・２位数までの加法で，一の位，十の位と波及的にくり上がる加法を筆算で計算する。

	 知  ２位数までの加法で，一の位，十の位と波及的にくり上がる加法の筆算のしかたを理解している。
 技  ２位数までの加法で，一の位，十の位と波及的にくり上がる加法の計算を筆算でできる。

	
	4
	・加法では，たす順序を変えても答えは変わらないこと（加法の結合法則）を理解し，計算の工夫に活用する。
	 技  加法の結合法則を用いて，工夫して計算することができる。
 知  加法の結合法則を理解している。

	まとめのれん

しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.87）
	5
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  ２位数までの加法の計算を筆算でできる。
 知  ２位数までの加法の計算方法を理解している。


	■　　9　ひき算の ひっ算　（指導時期　９月・７時間）


	単元の目標


　３位数（百の位が１）から１，２位数をひいて百の位からくり下がる減法， 簡単な場合についての３位数と１，２位数の加法，減法の計算原理や方法を理解し，筆算で計算することができる。
 関 
既習事項をもとにして，３位数（百の位が１）－１，２位数で，百の位からくり下がる減法の計算方法を考えようとする。

 考 
３位数（百の位が１）－１，２位数で，百の位からくり下がる減法の計算を，既習事項をもとにして説明する。

 技 
・３位数（百の位が１）－１，２位数で，百の位からくり下がる減法の計算を筆算でできる。


・３位数と１，２位数の加法や減法の計算を，筆算でできる。

 知 
３位数（百の位が１）－１，２位数で，百の位からくり下がる減法の筆算のしかたがわかる。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　ひき算の
　ひっ算
（ eq \o\ac(●,教)p.88～93）
	1
	〔アプローチ〕
既習の計算をふりかえり，百の位からくり下がる３位数（百の位が１）－２位数に対する見通しをもつ。
	 関  既習事項をもとにして，３位数（百の位が１）－２位数で，百の位から十の位へくり下がる計算方法を考えている。
 知  ３位数（百の位が１）－２位数で，百の位から十の位へくり下がる減法の筆算のしかたを理解している。

	
	
	・３位数（百の位が１）から２位数をひいて，百の位から十の位へくり下がる減法の計算原理や方法を理解し，筆算で計算する。
	

	
	2
	・３位数（百の位が１）から２位数をひいて，百の位と十の位からくり下がる減法の計算原理や方法を理解し，筆算で計算する。
	 考  ３位数（百の位が１）－２位数で，百の位と十の位からくり下がる減法の計算を既習事項をもとにして説明している。
 知  ３位数（百の位が１）－2位数で，百の位と十の位からくり下がる減法の筆算のしかたを理解している。

	
	3
	・３位数（百の位が１）から１，２位数をひいて，百の位から十の位と一の位へ波及的にくり下がる減法を筆算で計算する。

	 技  ３位数（百の位が１）－１，２位数で，百の位から十の位と一の位へ波及的にくり下がる減法の計算を筆算でできる。
 知  ３位数（百の位が１）－１，２位数で，百の位から十の位と一の位へ波及的にくり下がる減法の筆算のしかたを理解している。

	2　大きな数の
　たし算とひき
　算
（ eq \o\ac(●,教)p.94〜95）
	4
	・既習事項をもとにして，３位数と１，２位数の加法を筆算で計算する。

	 技  ３位数＋１，２位数の計算を，既習事項をもとにして筆算でできる。
 知  ３位数＋１，２位数の筆算のしかたを理解している。

	
	5
	・既習事項をもとにして，３位数から１，２位数をひく減法を筆算で計算する。

	 技  ３位数－１，２位数の計算を，既習事項をもとにして筆算でできる。
 知  ３位数−１，２位数の筆算のしかたを理解している。

	まとめのれん
しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.96）
	6
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  ３位数と１，２位数の加法，減法の計算を筆算ででき，それを活用して問題を解決することができる。
 知  ３位数と１，２位数の加法，減法の計算方法を理解している。

	◇数字を見つけ
　よう
（ eq \o\ac(●,教)p.97）
	7
	◇２位数＋２位数や３位数−２位数の計算の理解を深める。

	 知  筆算の式や答えの数から，空欄にどのような数値が入るかを理解している。


	◇（どんな計算
　するのかな）
　うんどう会
（ eq \o\ac(●,教)p.98〜99）
	1
	◇具体的な問題場面で，どんな計算になるか考え，演算決定をして問題解決ができるようにする。
	 関  演算決定に興味・関心をもち，問題を解決しようとしている。
 技  数量の関係を正しく式に表し，既習事項を活用し，問題を解決することができる。


	■　　10　三角形と四角形　（指導時期　９月〜10月・11時間）


	単元の目標


　平面図形についての観察や構成などの算数的活動を通して，図形を構成する辺，頂点，直角などの要素に着目し，三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形の定義や性質を理解する。また，見通しをもち筋道だてて考えることや，身のまわりにある図形に関心をもつこと，図形に対する豊かな感覚をもつことができる。

 関 
身のまわりから，三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形を見つけようとする。

 考 
・三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形の特徴を見いだすことができる。


・定義や性質に着目して図形を弁別し，そのわけを説明することができる。

 技 
三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形を紙でつくったり，方眼などを用いて作図したり，しきつめたりすることができる。
 知 
・
三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形の用語や構成要素（辺，頂点，直角），定義，性質について理解する。


・
平面を図形でしきつめて，そのなかからいろいろな形を認めたり，できた模様の美しさを感じたりするなど図形についての豊かな感覚をもつ。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	１　三角形と
　四角形
（ eq \o\ac(●,教)p.100～103）
	1

2
	・動物を直線でかこむ活動を通して，三角形や四角形の用語と定義，構成要素の辺や頂点を知り，三角形や四角形を弁別したり，作図したりする。
	 考  三角形や四角形の特徴を見いだすとともに，定義をもとにして図形を弁別し，そのわけを説明している。
 知 「三角形」，「四角形」の用語と定義，構成要素（辺，頂点）について理解している。

	２　長方形と　
　正方形
（ eq \o\ac(●,教)p.104～107）
	3
	・紙を折って直角をつくる活動を通して，「直角」の用語や意味を知り，身のまわりから直角をさがす。
	 関  身のまわりから直角を見つけようとしている。
 技  紙を折って直角をつくることができる。
 知 「直角」の用語やつくり方を理解している。

	
	4
	・紙を使って長方形をつくる活動を通して，「長方形」の用語と定義を理解し，長方形の性質を明らかにする。
	 考  構成活動を通して，長方形の構成要素の特徴を見いだすとともに，定義をもとにして図形を弁別し，そのわけを説明している。
 知 「長方形」の用語と，その定義や性質を理解している。

	
	5
	・長方形の紙を使って正方形をつくる活動を通して，「正方形」の用語と定義を理解し，定義に基づいて図形を弁別する。
	 考  構成活動を通して，正方形の特徴を見いだすとともに，定義をもとにして図形を弁別し，そのわけを説明している。
 知  「正方形」の用語と，その定義を理解している。

	
	6
	・方眼を使って長方形や正方形をかく活動を通して，長方形や正方形についての理解を深める。
	 技  方眼を使って，正方形や長方形を作図することができる。
 知  正方形や長方形の定義や性質について理解している。

	３　直角三角形
（ eq \o\ac(●,教)p.108～109）
	7
	・長方形や正方形と関連づけて直角三角形をつくる活動を通して，「直角三角形」の用語と定義を理解し，図形を弁別したり，方眼を使ってかいたりする。
	 考  直角三角形の特徴を見いだすとともに，定義や性質をもとにして図形を弁別し，そのわけを説明している。
 知 「直角三角形」の用語と，その定義を理解している。

	◇三角形や四角
　形を
　つくろう
（ eq \o\ac(●,教)p.109）
	8
	・方眼を使って直角三角形をかく活動を通して，直角三角形についての理解を深める。
◇2組の同じ大きさの三角定規を組み合わせて，三角形や四角形をつくる。
	 技  方眼を使って，直角三角形を作図することができる。
 知  直角三角形の定義や性質について理解している。

	４　もようづく
　り
（ eq \o\ac(●,教)p.110）
	9
	・合同な正方形，長方形，直角三角形の色板をしきつめ，図形に対する感覚を豊かにする。

	 関  平面をしきつめる活動をたのしみ，模様の美しさや平面のひろがりに気づいている。
 知  しきつめた図形のなかから形を認めたり，できる模様の美しさを感じたりするなど，図形について豊かな感覚をもっている。

	まとめのれん
しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.111～112）
	10
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  正方形，長方形，直角三角形を方眼を用いて作図することができる。
 知  正方形，長方形，直角三角形の用語や構成要素（辺，頂点，直角），定義や性質について理解している。

	◇三角形や四角
　形をさがそう
（ eq \o\ac(●,教)p.112）
	11
	◇身のまわりのものから，三角形や四角形の形をしたものを見つけ，三角形や四角形の理解を深める。
	 関  三角形や四角形に関心をもち，身のまわりにある三角形や四角形を見つけようとしている。
 技  三角形や四角形の弁別ができる。


	ふくしゅう4

（ eq \o\ac(●,教)p.113）
	1

2
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　11　かけ算　（指導時期　10月〜11月・16時間）


	単元の目標


　乗法の意味について理解し，それを用いることができる。

 関 
累加の簡潔な表現としての乗法九九のよさに気づき，ものを数えるときに乗法を用いようとする。

 考 
乗法九九が用いられる場合について，「１つ分の大きさ」や「いくつ分」をとらえて，全体の個数の求め方について考えることができる。

 技 
・乗法九九が用いられる場合について，その場面を絵や図，言葉，式で表すことができる。


・乗法九九（２，５，３，４の段）を構成し，確実に唱えることができる。

 知 
・乗法が用いられる場合について知り，乗法の意味を理解する。


・乗法九九（２，５，３，４の段）の構成のしかたを理解する。


・「ばい」の用語と意味を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　かけ算
（ eq \o\ac(●,教)p.114～118）
	1
	・具体的な場面を通して，「１つ分の大きさのいくつ分」という意味を理解する。

	 考  全体の数量を基準とする大きさのいくつ分としてとらえている。
 技  全体の数量を基準とする大きさのいくつ分と表現できる。

	
	2
	・乗法の意味や式表示のしかたを理解する。

	 技  乗法の場面を式に表すことができる。
 知  乗法の式は，同数のものがいくつかあるときに用いることを理解している。

	
	3
	・乗法の答えは同数累加によって求められることを理解する。

	 技  被乗数を乗数の数だけ累加して，乗法の答えを求めることができる。
 知  乗法の答えは，被乗数を乗数の数だけ累加する方法で求められることを理解している。

	2　かけ算さがし
（ eq \o\ac(●,教)p.119）
	4
	・身のまわりから同じ数ずつのものをさがし，乗法の式に表すことの理解を深める。

	 関  ものの個数をとらえるときに，進んで乗法を用いようとしている。
 技  ものの個数を乗法の式に表し，答えを求めることができる。

	3　２のだんの  
　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.120〜121）
	5
	・２の段の九九を構成する。また，「九九」の用語と意味を理解する。

	 技  ２の段の九九を構成することができる。
 知  ２の段の九九の構成のしかたや，「九九」の用語と意味を理解している。

	
	6
	・２の段の九九を正しく唱えたり，適用したりする。

	 技  ２の段の九九を唱えることや，それを適用して問題を解決することができる。
 知  ２の段の九九の唱え方を理解している。

	4　５のだんの 
　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.122〜123）
	7
	・５の段の九九を構成する。

	 技  ５の段の九九を構成することができる。
 知  ５の段の九九の構成のしかたを理解している。

	
	8
	・５の段の九九を正しく唱えたり，適用したりする。

	 技  ５の段の九九を唱えることや，それを適用して問題を解決することができる。
 知  ５の段の九九の唱え方を理解している。

	◇かけ算ビンゴ
（ eq \o\ac(●,教)p.124）
	9
	◇ゲームを通して，２，５の段の九九に習熟する。
	 技  ２，５の段の九九を正しく唱えることができる。

	5　３のだんの 
　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.125〜126）
	10
	・３の段の九九を構成する。また，「かけられる数」「かける数」の用語と意味を理解する。また，３の段では，乗数が１増えると答えが３増えることを理解する。
	 技  ３の段の九九を構成することができる。
 知 「かけられる数」「かける数」の用語と意味を理解している。また，３の段では，乗数が1増えると答えが3増えることを理解している。

	
	11
	・３の段の九九を正しく唱えたり，適用したりする。

	 技  ３の段の九九を唱えることや，３の段の九九を適用して問題を解決することができる。
 知  ３の段の九九の唱え方を理解している。

	6　４のだんの 
　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.127〜128）
	12
	・かける数が１増えると答えが４増えることを活用して，４の段の九九を構成する。

	 考  かける数が１増えると答えが４増えることを活用して，４の段の九九の構成を考えている。
 知  かける数が１増えると答えが４増えることを活用した，４の段の九九の構成のしかたを理解している。

	
	13
	・４の段の九九を正しく唱えたり，適用したりする。

	 技  ４の段の九九を唱えることや，４の段の九九を適用して問題を解決することができる。
 知  ４の段の九九の唱え方を理解している。

	7　ばいと かけ
　算
（ eq \o\ac(●,教)p.129）
	14
	・「ばい」の用語と意味を理解し，全体の数量を乗法の式に表して求める。

	 技 「ばい」という用語を用いたり，乗法の式に表したりすることができる。
 知  １ばい，２ばい，３ばいの用語の意味を理解している。

	まとめのれん
しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.130）
◇九九のカード
　ゲーム
（ eq \o\ac(●,教)p.131）
	15
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  ２の段から５の段の九九を正しく唱えることができる。


	
	16
	◇ゲームを通して２〜５の段の九九に習熟する。

	 技  ２の段から５の段の九九を正しく唱えることができる。
 知  ２の段から５の段の九九の答えを理解している。


	■　　12　かけ算九九づくり　（指導時期　11月〜12月・11時間）


	単元の目標


　乗法の意味の理解を深め，それを用いることができる。

 関 
・乗法九九のよさに気づき，ものを数えるときに進んで乗法を用いようとする。


・乗法に関して成り立つ性質を用いて，乗法九九を構成しようとする。

 考 
乗法に関して成り立つ性質を用いて，乗法九九の構成のしかたを考える。

 技 
乗法九九（６，７，８，９，１の段）を構成し，確実に唱えることができる。

 知 
乗法九九（６，７，８，９，１の段）の構成のしかたを理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	１　６のだんの

　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.132～134）
	1
	〔アプローチ〕
２の段から５の段までの九九の答えを表に書き，ほかの段への興味・関心を高め，６の段の構成を考える。
	 関  乗法に関して成り立つ性質を用いて，６の段の九九を構成しようとしている。
 知  かける数が1増えると答えが６増えることを活用した，６の段の九九の構成のしかたを理解している。

	
	
	・かける数が１増えると答えが６増えることを活用して，６の段の九九を構成する。
	

	
	2
	・６の段の九九を正しく唱えたり，適用したりする。

	 技  ６の段の九九を唱えることや，６の段の九九を適用して問題を解決することができる。
 知  ６の段の九九の唱え方を理解している。

	２　７のだんの
　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.135～136）
	3
	・かける数が１増えると答えが７増えることを活用して，７の段の九九を構成する。

	 考  かける数が１増えると答えが７増えることを活用して，７の段の九九の構成のしかたを考えている。
 知  かける数が１増えると答えが７増えることを活用した，７の段の九九の構成の仕方を理解している。

	
	4
	・７の段の九九を正しく唱えたり，適用したりする。

	 技  ７の段の九九を唱えることや，７の段の九九を適用して問題を解決することができる。
 知  ７の段の九九の唱え方を理解している。

	３　８のだんの
　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.137）
	5
	・かける数が１増えると答えが８増えることを活用して，８の段の九九を構成する。

	 技  かける数が１増えると答えが８増えることを活用して，８の段の九九を構成することができる。
 知  乗法九九の性質をもとにした，８の段の九九の構成のしかたを理解している。

	
	6
	・８の段の九九を正しく唱えたり，適用したりする。

	 技  ８の段の九九を唱えることができる。
 知  ８の段の九九の唱え方を理解している。

	４　９のだんの
　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.138）
	7
	・かける数が１増えると答えが９増えることを活用して，９の段の九九を構成する。

	 技  かける数が１増えると答えが９増えることを活用して，９の段の九九を構成することができる。
 知  乗法九九の性質をもとにした，９の段の九九の構成のしかたを理解している。

	
	8
	・９の段の九九を正しく唱えたり，適用したりする。

	 技  ９の段の九九を唱えることができる。
 知  ９の段の九九の唱え方を理解している。

	５　１のだんの
　九九
（ eq \o\ac(●,教)p.139）
	9
	・既習事項から類推しながら，１つ分が１の場合の乗法の意味を理解する。
・１の段の九九を構成するとともに，１の段の九九を正しく唱える。
	 技  １の段の九九を構成したり，唱えたりすることができる。
 知  １の段の九九の意味や構成のしかたを理解している。

	まとめのれん
しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.140〜141）
	10

11
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  ６，７，８，９及び１の段の九九の構成のしかたがわかり，問題を理解することができる。

	◇かけ算しりと
　りをしよう
（ eq \o\ac(●,教)p.141）
	
	◇かけ算九九の答えの一の位の数をもとにかけ算しりとりをし，かけ算九九に習熟する。
	


	■　　13　長い ものの 長さの たんい　（指導時期　12月・６時間）


	単元の目標


　１mのものさしを用いて，身のまわりにあるものの長さを測定することに興味をもち，長さを測定することができるとともに，長さの単位mを知り，単位cmとの関係（１m＝100cm）を理解する。

 関 
１mのものさしを用いて，身のまわりにあるものの長さを測定することに意欲をもつ。

 考 
大きな単位を用いれば長いものの長さを小さな数で表せるよさを見いだす。

 技 
・１mのものさしを用いて，長いものの長さを測定することができる。


・m，cm単位で表された長さの簡単な加減の計算ができる。

 知 
・長さの単位mを知り，単位cmとの関係（１m＝100cm）を理解する。


・測定を通して，１mの長さについての豊かな感覚をもつ。
	小単位
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　メートル
（ eq \o\ac(●,教)p.142～146）
	1
	〔アプローチ〕
 eq \o\ac(●,教)p.142の場面をもとに30cmより長いものさしの必要性に気づき，長いものの長さに対する興味・関心を高め，本単元の学習の見通しをもつ。
	 関  身のまわりにある長いものの長さや，それを測定することに関心をもっている。
 考  大きな単位を用いれば，長いものの長さを小さな数で表せると考えている。
 知  m単位の必要性や，1m＝100cmの関係を理解している。

	
	
	・長さの単位mを知り，１m＝100cmの関係について理解する。
	

	
	2
	・身のまわりで，１mと思う長さのものを見つけたり，その長さを１mのものさしを用いて測定したりすることができる。また，比較的長いものの長さを1mものさしで測り，mとcmの複名数で表すことができる。
	 技  ・１mの長さの見当をつけたり，１mのものさしを用いて測定したりすることができる。
・長さをmやcmの複名数で表したり，mやcmの単名数で表すことができる。

	
	3
	・身のまわりのものの長さの見当をつけ，実際に１mのものさしで測定し，その長さをm，cmの単位で表す。
	 知  測定を通して，1mの長さについての豊かな感覚を身につけている。


	
	4
	・m，cm単位で表された長さの簡単な加減の計算をする。

	 技  m，cm単位で表された長さの簡単な加減の計算ができる。
 知  m，cm単位で表された長さの簡単な加減の計算のしかたを理解している。

	まとめのれん

しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.147）
	5
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 考  長さの加法または減法の問題をつくり，解決している。
 知  長さの単位mとcmの関係を理解している。

	◇高さのもんだ

　いをつくろう
（ eq \o\ac(●,教)p.147）
	
	◇ eq \o\ac(●,教)p.147のさし絵をもとに高さに関する問題をつくる。
	

	◇（読みとって

　考えよう）どれ
　がおけるかな
（ eq \o\ac(●,教)p.148〜149）
	6


	◇与えられた情報を整理したり，選択したりして，筋道だてて考える力を育てる。また，自分の考え方を数学的に表現する力を育てる。
	 関  与えられた情報を進んで整理したり，選択したりして，問題を解決しようとしている。
 技  自分の考え方を，式や言葉を使って表現できる。


	ふくしゅう５
（ eq \o\ac(●,教)p.150〜151）
	1

2
	・復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
	


	■　　14　たし算と ひき算の かんけい　（指導時期　１月・5時間）


	単元の目標


　加法や減法の関係に関心をもち，加法や減法の場面の数量の関係を，テープ図や式に表して問題を解決することができる。

 関 
加法と減法の相互関係に関心をもち，加法や減法の場面をテープ図や式に表そうとしている。

 考 
数量の関係を言葉や数を用いて図に表し，加法と減法の相互関係を考えて式に表している。

 技 
加法と減法の相互関係を用いて，加法の式を減法の式になおしたり，減法の式を加法の式になおしたりすることができる。

 知 
加法と減法は互いに逆の関係になっていることなど，加法と減法の相互の関係について理解している。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　たし算と

　ひき算のかん

　けい
（ eq \o\ac(●,教)p.152～157）
	1
	・加法構造の場面をテープ図に表し，立式して加法と減法の相互関係の理解を深める。

	 技  加法構造の場面の数量の関係をテープ図に表し，加法と減法の相互関係を用いて，加法の式を減法の式になおしたり，減法の式を加法の式になおしたりすることができる。
 知  加法と減法は互いに逆の関係になっていることを理解している。

	
	2
	・加法の逆思考の問題について，数量の関係をテープ図や式に表して解決する。

	 関  加法と減法の関係に関心をもち，加法の逆思考の場面をテープ図に表そうとしている。
 考  数量の関係を言葉や数を用いて図に表し，加法と減法の相互関係を考えて式に表している。
 技  加法の逆思考の場面をテープ図や式に表すことができる。

	
	3
	・減法逆の減法の問題について，数量の関係をテープ図や式に表して解決する。

	 関  加法と減法の関係に関心をもち，減法逆の減法の場面をテープ図に表そうとしている。
 考  数量の関係を言葉や数を用いて図に表し，加法と減法の相互関係を考えて式に表している。
 技  減法逆の減法の場面をテープ図や式に表すことができる。

	
	4
	・減法の逆思考の問題について，数量の関係をテープ図や式に表して解決する。

	 関  加法と減法の関係に関心をもち，減法の逆思考の場面をテープ図に表そうとしている。
 考  数量の関係を言葉や数を用いて図に表し，加法と減法の相互関係を考えて式に表している。
 技  減法の逆思考の場面をテープ図や式に表すことができる。

	◇（図を使って考えよう）ぜんぶで何人かな
（ eq \o\ac(●,教)p.158）
	5
	◇重なりや落ちのある順番の問題を，テープ図を活用して解決し，数量関係をテープ図に表すことの理解を深める。

	 関  数量の関係をテープ図に表してとらえ，進んで問題を解決しようとしている。
 技  問題の場面を，正しくテープ図に表すことができる。


	■　　15　1000より 大きい 数　（指導時期　１月・８時間）


	単元の目標


　４位数の数の構成，表し方，読み方がわかるとともに，何百と何百のたし算，ひき算ができる。

 関 
10000までの数の構成，表し方，読み方の理解に意欲をもち，進んで用いようとする。

 考 
10000までの数の構成，表し方，読み方を知り，十進位取り記数法による表し方を考えている。

 技 

何百と何百の加法でくり上がりのある計算や，何百から何百をひく減法や，千から何百をひく，くり下がりのある計算ができる。

 知 
・10000という数の大きさ，表し方，読み方について理解する。


・10000までの数の相対的な大きさについて理解する。


・10000までの数を数直線上に表したり，数直線上に表された数を読み取ったりすることができる。また，順序，系列，大小について理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　1000より
　大きい 数の

　あらわし方
（ eq \o\ac(●,教)p.159～163）
	1
	・４位数の構成を理解し，数え，表し，読む。

	 関  100や10や１の集まりをもとにして，４位数を表したり，読んだりしようとしている。
 考  ４位数の表し方を，既習の1000までの数の表し方から類推して考えている。
 知  ４位数の数え方，十進位取り記数法による表し方，読み方を理解している。

	
	2
	・空位のある４位数の構成を理解し，表したり，読んだりする。
	 知  空位のある４位数の構成や表し方，読み方を理解している。

	
	3
	・100を10個以上集めた数を何千何百ととらえる。

	 考  100を単位として数を構成したり，数を相対的にみたりしている。
 技  100を10個以上集めた数を表すことができる。

	
	4
	・何千何百を，100のいくつ分ととらえる。

	 考  100を単位として数を構成したり，数を相対的にみたりしている。
 技  100を単位として何千何百を表すことができる。

	2　一万
（ eq \o\ac(●,教)p.164～166）
	5
	・10000の数の大きさとその表し方，読み方を理解する。
	 知  1000を10個集めた数を10000と表し，「一万」と読むことを理解している。

	
	6
	・10000までの数を数直線上に表したり，数を読み取ったりする。また，順序，系列，大小を考える。
◇5900を例に数のみかたについて考え，数の感覚を豊かにする。
	 技  10000までの数を数直線上に表したり，数を読み取ったりすることができる。
 知  ４位数の大小比較のしかたを理解している。

	◇数のみかた
（ eq \o\ac(●,教)p.166）
	
	
	

	3　何百のたし

　算とひき算
（ eq \o\ac(●,教)p.167）
	7
	・何百と何百の加法や減法の計算を100を単位にして計算する。

	 考  何百と何百の加法や減法の計算のしかたを100を単位にして考えている。
 技 「何百」＋「何百」，「何百」−「何百」，1000−「何百」の計算ができる。

	まとめのれん

しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.168）
	8
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。

	 技  ４位数の大小比較ができる。
 知  ４位数の構成，記数法，大小の比べ方を理解している。


	◇どんな買い方
　があるかな
（ eq \o\ac(●,教)p.169）
	1
	◇パンの買い方を考えることを通して，乗法を適用した数の多面的なみかたができるようにする。

	 考  乗法を適用して数を多面的に見ようとしている。
 技  ある数のパンを買うにはどんな買い方ができるかを説明できる。


	■　　16　はこの 形　（指導時期　２月・５時間）


	単元の目標


　身のまわりにある箱の形やさいころの形の観察や構成活動を通して，面の形や数，辺の長さや数，頂点の数などの構成要素に着目して，立体図形の特徴をとらえることができる。

 関 
・身のまわりから，箱の形やさいころの形を見つけ，それを用いて面の形や数について進んで調べようとする。


・正方形や長方形を貼り合わせたり，ひごと粘土玉を用いたりして，箱の形やさいころの形を構成しようとする。

 考 
箱の形やさいころの形の観察や構成活動を通して，面，辺，頂点などの構成要素の特徴を見いだす。

 技 
正方形や長方形を貼り合わせたり，ひごや粘土玉を用いたりして，箱の形やさいころの形を構成することができる。

 知 
箱の形やさいころの形について，面の形や数，辺の長さや数，頂点の数などの構成要素の特徴を理解する。
	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　はこの 形
（ eq \o\ac(●,教)p.170～173）
	1

2
	・身のまわりにある箱の形やさいころの形に関心をもち，それらの面を画用紙に写し取り，切り取って面の形や数を調べ，面の特徴を明らかにする。

	 関  身のまわりにある箱の形やさいころの形の面の形や数について調べようとしている。
 考  箱の形やさいころの形の面を観察して，面の特徴を見いだしている。
 知  直方体や立方体の面の形や数を理解している。

	
	3
	・切り取った面をテープで貼り合わせて，箱の形やさいころの形を作り，面と面の位置関係を理解する。

	 考  箱の形やさいころの形の構成を通して，面と面の位置関係を見いだしている。
 技  正方形や長方形をつなぎ合わせて，箱の形やさいころの形を構成することができる。

	
	4
	・ひごと粘土玉を使って，箱の形やさいころの形を作る活動を通して，「へん」と「ちょう点」の用語を知り，それぞれの構成要素の特徴を明らかにする。
	 考  箱の形やさいころの形の構成活動を通して，辺，頂点などの構成要素の特徴を見いだしている。
 技  ひごや粘土玉を用いて，箱の形やさいころの形を構成することができる。

	まとめのれん

しゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.174）
	5
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。
	 知  箱の形やさいころの形について，面の形や数，辺の長さや数，頂点の数などの構成要素の特徴を理解している。

	◆どんなはこ

　ができるかな
（ eq \o\ac(●,教)p.175）
	
	◆与えられた正方形や長方形を用いて，どんな形の箱ができるかを考え，実際に作るなどして，立体の構成要素の特徴について理解する。

	 関  与えられた正方形や長方形を用いて，進んでいろいろな形の箱を作ろうとしている。
 考  与えられた正方形と長方形を用いると，どんな箱ができるか考えている。
 知  箱の形の構成要素の特徴（面の形や数，辺や面のつながり方など）について理解している。


	■　　17　かけ算の きまり　（指導時期　２月〜３月・10時間）


	単元の目標


　乗法について成り立つ性質やきまりを理解するとともに，12までの２位数と１位数との乗法の計算をすることができる。また，乗法が用いられる場面を式に表したり，式を読んだりすることができる。

 関 
・九九表から乗法について成り立つ性質やきまりを進んで見つけようとする。


・具体的な場面の問題に関心をもち，乗法九九を活用して進んで解決する。

 考 
・乗法の式から思考過程をとらえている。


・12までの２位数と１位数との乗法の計算のしかたを，乗法の性質やきまりをもとに考える。

 技 
・12までの２位数と１位数との乗法の計算ができる。


・全体の数を乗法の式を用いて求めることができる。

 知 
乗法について成り立つ簡単な性質やきまりを理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	1　かけ算の き
　まり
（ eq \o\ac(●,教)p.176～180）
	1
	〔アプローチ〕
乗法九九表をあらためてつくり，その表からきまりを見つけていくという本単元の見通しをもつ。
	 関  乗法九九の表から，乗法について成り立つ性質やきまりを見つけようとしている。


	
	
	・乗法九九の表をつくり，答えの並び方にどんなきまりがあるか見つける。
	

	
	2
	・乗法九九の表を見て，乗数と積の関係を乗法の性質としてまとめる。
	 知  九九表やアレイ図などをもとに，乗数が１増えると積は被乗数分だけ増えることを理解している。

	
	3
	・乗法九九の表を見て，乗法の交換法則が成り立つことを調べる。
	 知  乗法の交換法則が成り立つことを理解している。

	
	4
	・乗法九九の表で，２つの段の答えをたすと，その和の段ができることを調べる。
	 知  ○の段と△の段の答えをたすと，（○＋△）の段ができることを理解している。

	2　かけ算を ひ

　ろげよう
（ eq \o\ac(●,教)p.181〜183）
	5
	・１位数と12までの２位数との乗法について，答えの求め方を考える。
	 考 「1位数×12までの２位数」の答えの求め方を考え，説明できる。
 技 「1位数×12までの２位数」の答えを求めることができる。

	
	6
	・12までの２位数と１位数との乗法について，答えの求め方を考える。
	 考 「12までの２位数×１位数」の答えの求め方を考え，説明できる。
 技  「12までの２位数×１位数」の答えを求めることができる。

	
	7
	・乗法について成り立つ性質やきまりを活用して，乗数と被乗数が12までの乗法の表をつくる。
	 関  乗法について成り立つ性質やきまりを活用して，乗数と被乗数が12までの表をつくろうとしている。

	◇数のみかた
（ eq \o\ac(●,教)p.184）
	8
	◇答えが同じになる乗法をアレイ図や式に表し，数感覚や式の見方を豊かにする。
	 関  答えが同じになる乗法を図と式で表そうとしている。


	3　かけ算を つ

　かおう
（ eq \o\ac(●,教)p.185）
	9
	・全体の個数を，乗法九九を活用して求めたり，個数を求める図や式から思考過程を読んだりする。
	 考  全体の数を求める方法を工夫して考えている。
 技  全体の数を乗法の式を用いて表し，求めることができる。

	　まとめの

　れんしゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.186）
◇かけ算九九の

　ひょうの数を

　見つけよう
（ eq \o\ac(●,教)p.186）
	10
	・基本的な学習内容を理解しているか確認し，それを習熟する。
◇九九表の一部をとり出し，虫食いになっているところの数を見つける活動を通して，乗法九九のきまりやしくみについて理解を深める。
	 知  被乗数が12までの乗法について成り立つ性質やきまりを理解している。



	◇（図をつかっ

　て考えよう）
　きまりを見つ

　けよう
（ eq \o\ac(●,教)p.187）
	1
	◇「木の数」と「木と木の間の数の関係に着目し，図をもとに規則性を見いだして問題を解決することができるようにする。
	 考  植木算の場面で「木の数」と「木と木の間の数」の関係を図をもとに見いだしている。



	■　　18　分数　（指導時期　３月・２時間）


	単元の目標


　1/2，1/4などの簡単な分数について知り，等分した大きさを分数を用いて表すことができる。

 関 
いろいろな具体物を等分した大きさを表すのに，分数を用いようとする。

 考 
半分を，半分の半分をと表したことをもとに，さらに半分にした大きさについて考えることができる。

 技 
・等分してできる部分の大きさを，分数を用いて表すことができる。


・指定された分数の大きさをつくったり，色をぬったりすることができる。

 知 
・具体物を等分する操作を通して，1/2，1/4，1/8の意味や表し方，読み方を理解する。


・「分数」の用語とその意味を理解する。

	小単元
	時
	学習内容
	主な評価規準例

	１　分数
（ eq \o\ac(●,教)p.188～191）
	1
	・具体物を等分する操作を通して，1/2の意味や表し方，読み方を理解する。

	 関  具体物を等分してできる部分の大きさの表し方に興味・関心をもち，進んで調べようとしている。
 知  もとの大きさを２等分した１つ分の大きさを1/2と表すことを理解している。

	
	2
	・具体物を等分する操作を通して，1/4の意味や表し方，読み方を理解する。また，「分数」の用語とその意味を理解する。

	 考  もとの大きさを４等分した１つ分の大きさを1/4と表すことを説明できる。また1/8の大きさについて考えることができる。
 技  指定された分数の大きさをつくったり，色をぬったりすることができる。


	◇（どんな計算

　するのかな）
　雪あそび
（ eq \o\ac(●,教)p.192～193）
	1
	◇具体的な問題場面で，加法，減法，乗法のどの演算を用いればよいか判断し，問題解決ができるようにする。
	 関  演算決定に興味・関心をもち，進んで問題を解決しようとしている。
 技  数量の関係を正しく式に表し，既習事項を活用し，問題を解決することができる。


	２年のふくしゅう
（ eq \o\ac(●,教)p.194～197）
	1
2

3
	・２学年の復習問題に取り組み，既習事項の理解を確実にする。
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